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The real situation of pregnancy and childbirth in young women




























































































厚生労働省「人口動態統計及び母体保護統計・衛生行政報告例」よリ     ー 出産数
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学歴 高校中退 高校中退 専門学校中退 高校卒業 高校卒業
婚姻関係 結婚→離婚 /1y始
























方法 面接 「LINEJ 「LINEJ 面接 面接
※ 計象 (年 の年齢 はイン ビュー る















































































:ども だか ら、蕉 /9~どゃん、やっちまったみたクヽん と
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ち明けるが、出産を反対され /動なら〃で力 と言われた。一方、パー トナーの両親は ノ「ど
をなら彦カナるノと、Aの出産に対して協力する姿勢を示していた。







Cのパー トナーは妊娠を知り うシき/_F″ゞら事の 、あ愛だろ″ヽらノと言つた。その ノ骸Fと笑
顔クをみたら 物%だろっノとCも思うことができ、不安が安心に変わったという。Cも√で
きたみま嬉 ι″。ったι、産みたク｀という気持 ちノが強く ノ′赤ちゃんだ癸クヽたかったかな～っ
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病院受診後、妊娠をまず兄に相談すると、兄は 多 のιたにオでいいん じゃないのち壁
みたいんだっ｀たら産んでいいとぷうよノとEをサポー トする態度であった。また、両親に何
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:Иメー なんていうか、結局…′分のやったことだι、ス下ノ喫 ナまクいいたるっζ でら、 :
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『
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『
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Bは妊娠が原因で退学になる思 うと、増 分のや クたかっ/_―表 反尺筋 などいろいろ考
えるとノど―・ ない選択 う少 ιだンノあクまιたノ と、中絶を考えたことがあったともいう。
:′メ/‐だ産婦人癖 で初め‐ 中 ―を月た″/こど まなクヽ選択″すぐ″″え去 クまιた。   i
出産を迷ったEは、1歳年上のいとこ(女性)に相談し、いとこの勧めですぐに病院に行き、
エコーをみた時点でおろせないと思ったという。





















































は /蹴α 諺 靡 ク方 α ″湯 こでなんでう′分が正 ιクヽみたいな言クヽ力 をする人がおり、
「毎日毎ロムカついて反発J/7つかク今いまぐクノであったと語る。そういった経緯か
ら、妊娠に関しての相談は一切せず、退学届を出した。








D自身の進路については、/特だ夢rど″ヽ うな く、や クたクヽこととかなくη 、「 ′まんど|こ結婚











でなぐζ 先生解 れ てたゲれ なんとなぐ言葉 ″ 濁ιζ
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生徒間の噂として流れており、Eも、「妊娠=退学」が学校全体の 物舛 /2 として決めら
れていると思つていた。そのため、親しい友人数人にのみ妊娠を打ち明け、学校側に知られ
ないように隠していた。
:Jr学校の皮贄■っていうか学校のノレ ターンとιζ ′力ιちゃ夕と選学酸 っちゃラんtク
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表2:周囲の反応
対象看 (年齢 ) A(22募1) B(22歳) C(22歳) D(31歳) E(38歳)
ノヾ ‐■卜、卜‐一 賛成 賛成 喜ぶ 反対はなし 喜んだ
友人 守つてくれた どちらかというと反対
家族



























































さらに、教師に妊娠の事実を隠していた2人が高校を卒業 し、妊娠 したことを話 した
2人が自主退学を選択しているlA・B)。退学を選択し高校中退という学歴になったこと
についてAは、高校を退学したことへの後悔と諦めがみられた。Bは、現在の仕事に満
足 し √この道魂肇りを選ん で虔″、ったノと話す一方で、教師より紹介された通信制高校
での卒業 と高校在学中に目指 していた専門学校で取得できる資格の通信教育を考え、~仕
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労働省『平成 12年～平成 26年人口動態統計(確定数)の概況』『平成 27年人口動態統計月報年計(概数)
の概況―母の年齢 。出生順位別にみた出生数の年次推移』より算出)。2定月(2009)は、この現象について 「若年を取り巻く環境が改善しているわけではない」とし、若年妊
娠 。出産の急増に対する驚異が地方行政における支援を促進したことが効果をもたらしていると推沢Jし
ている。
3中絶事例は「妊娠が糸睦続されていた場合、生児が得られる可能性が高い妊娠である」とみなされる、
「10代女性の中絶件数と10代女性の出生数の和J力｀実質的なその年の 10代妊娠総数と仮定した定月
(2009)の算定法と大川(2015b)の計算方法をもとに「10代の出生数から10代妊娠総数(仮定)を除したも
の」を出産害」合として、厚生労働省の統計より算出した。4厚生労働省『出生に関する統計の概況における人口動態統計特殊報告』によれば、1980年474%、
2000年817%、2009年815%と30年で30%以上上昇している。全体平均が253%であることから
10代の比率が非常に高い(森田,2012;佐藤,2016)。5対象者の選定は筆者 (石田)との機縁法により選定した。
6ィンタビューの所要時間は約 60分～180分であった。また、インタビュー内容を録音・記録を行って
良いかを確認、承諾の上でボイスレコーダーに録音し、その内容を逐語録に起こした。インタビューの
内容については、調査対象者の許可が得られた場合に録音し、逐語録に起こす際は個人名や地名などが
特定できないよう配慮した。また、インタビューの実施日、実施場所・時間についても、調査対象者と
相談の上、居住地やその付近とし、調査対象者の負担にならないよう配慮した。
7「LINE」による「インタビューJは、調査方法にさらなる精査や検討が必要と思われる。 しかし、調査
対象者から、普段使い慣れているSNSのほうが対面の緊張がなく、まとまった時間が取れなくても、
とぎれとぎれでも気持ちを落ち着かせてゆっくり回答することができるということで、LINEなら可能
という要望があった。そのため、今回この方式を採用するにあたり、次のように慎重に応対した。やり
取りの前に十分に調査の意図や方法を確認した。 1人につき3週間程度で、調査対象者の話の内容を要
15
約・確認しながら実施した。「LINEJでのやり取りでは文章中における誤字については訂正を加える
が、言葉や表現はそのまま記述した。しかし、絵文字等の記号に関しては省略した。あらかじめ子育て
や仕事の時間の都合の良いときに返信するということで、調査対象者の負担とならないよう配慮した。
また、文章でのやり取りとなるため、その都度感情の反映や繰 り返しを行い内容の確認をしつつインタ
ビュー (メール)を実施した。また筆者の伝えたい言葉が冷たい印象にならないよう配慮して行つた。
16
